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《 図書館カレンダー 》   ＝ 休館日です。 

★ 開館時間 ： 午前 9 時 30分～午後 6時 ★ 
 

☆  2022年 7月 ☆            ☆ 8月 ☆ 
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暑い夏がやってきた！ 

 太陽ぎらぎら、夏本番ですね。 

今年の夏は、コロナ感染症の感染対策もしつつ、生活様式の規制も緩やかになり通常

の日常が戻り始め夏休みがやってくる頃でしょうか。今年の夏は電力不足から節電しな

ければならなくなるようで、昨年より節電できたらポイント還元等があるとか？なら

ば、ご自宅を節電するために、図書館へお出かけください。涼しい空間をご提供いたし

ます。 

話は変わりますが、夏休みと言えば子どもたちは「宿題」がありますね。今年はどん

な宿題が出るのかな？困ったときには、図書館をご利用ください。図書館には「レファ

レンスデスク」があります。では「レファレンス」とは。簡単に言えば、みなさんから

の質問や相談を受け調べものに必要な資料や本を探すお手伝いをする場所です。 

 

＜夏休みになると多い質問ベスト３＞ 

１ 野口雨情について書いてある本はありますか？ 

２ 岡倉天心について調べたい。 

３ 常磐炭鉱についての本はありますか？ 

 

というように、郷土について調べる子どもたちが多いようです。郷土でなくても、「〇

〇について調べたいです」と職員にお声かけください。いつでもお手伝いいたします。 

                                 ｂｙ チッピー 

 

 

 

７月 20日（水） ～ 

８月 31日（水）は、

休まず開館します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みは図書館へ行こう 

いよいよ７月です。７月に入ると待ちに待った夏休みがぐっと近づいてきた感じがします。去年、一昨

年と、コロナ禍で行動制限がかかり、楽しみにしていた家族旅行やスポーツ大会などが中止になり、そ

のぶん今年こそはいい夏休みにしたいと思っているのではないでしょうか。 

 家族みんなでどこへ行こうか、何処どこのテーマパークに行きたい、それよりも水族館がいい、キャ

ンプもしたいなど家族で盛り上がることでしょう。他にもプール・海水浴場が開設され、夏恒例のイベ

ントなども実施となれば、それはきっと楽しい夏休みになると思います。 

 でも心配なこともありますよ。楽しいことばかりだとつい遊びに夢中になり、夏休みの宿題や自由研

究がおろそかになります。夏休みも終わるころになってあわてて取り掛かるが終わらない。そうなった

ら最悪ですね。そこでちょっといい言葉？を贈りたいと思います。 

「忙中（遊び）閑(学び)あり」ちょっと違うんじゃないと思う方もいると思いますが、そこは「図書館

員のひとり言」ということで自分流に言わせてもらいます。遊んでいても心の片すみで学びを意識する

ことです。「意識しても行動につながらないよ」という人。ではどうすればいいか。そう図書館に行くの

です。学び＝図書館だから。どうですか？シンプルで簡単でしょう。 

図書館では夏休み期間中、夏おすすめ本や課題図書を用意するとともに、自由研究などのお手伝いをす

るため、レファレンスサ－ビス(知りたい本や資料を探すお手伝いをすること)を強化していますので来

館の際は遠慮なく質問して下さい。また、学習室も利用してみるといいです。意外に快適で落ち着いて

学習ができると思います。 

夏休みを前に、こめんどうくさいことを言いましたが、ほんとのところは、ただ図書館を利用してもら

いたいだけです。今年の夏休み、行きたい所、やりたい事、たくさんあると思いますが、ぜひ夏の図書

館も楽しんで下さい。                            ｂｙトマト 

 

追記：ちなみに、この期間中（７月１6 日(土)から９月２９日(木)まで）に本を６回借りると素敵な景品

がもらえる図書館夏のスタンプラリーも実施していますのでぜひ参加して下さい。    

図書館員のひとり言 

『海をあげる』上間 陽子 / 著 914.6ウ 筑摩書房                    

 いつも、窓から海を見てきた。家や学校や、列車やバスの車窓からも。とりあえず、海の見

える方へゆく癖が、知らず知らずについている。海のないところで暮らしてもう 10 年になる

私の弟は、帰省すると、自転車を漕いで海を見にゆく。束の間過ごして、なんでもない顔をし

て帰っていく。 

 この本の作者は、沖縄県宜野湾市の普天間基地の近くに住んでいて、小さな女の子を育てて

いる。沖縄の若い母親たちを調査していて、つらい話をたくさん聞く。一冊の本の中に、娘へ

の果てしない愛情があふれている。とともに、ふさがらない傷のような、ふるさと沖縄をとり

まく状況、沖縄を見る外からの目に対しての、怒りと痛みとやるせなさが、悲鳴のように切り

込まれる。 

 沖縄では、亡くなった人は、ニライカナイにいくという伝説がある。ニライカナイとは、淡

い緑と青が交差する海の彼方の水平線にあって、まるで天国みたいなところだそうだ。その美

しい海に、基地を新設するという目的のため、土砂が投入された。 

 本の最後に、作者は「海をあげる」と言った。娘を愛し、ふるさとを思い、若者に寄り添う

優しい人が、「海をあげる」と言った。瞬間、がつん！と頭を殴られたような衝撃を、私は一

生忘れないと思う。                         By ミカゲ 

 

★ ＹＡＢＯＯＫご紹介 ★ 

 



トム・ソーヤ通信 №382 

 

◇ 自分を愛し胸を張って生きる 瀬戸内寂聴の言葉 ◇ 

一般書 910.2 ク  桑原 晃弥／著  リベラル社   

 2021 年 9 月にお亡くなりになった瀬戸内寂聴さん。著者は瀬戸内さんが残した 80 の言

葉を紹介しています。 

「分かれ道では安易な道より行きたい道へ」「たくさんほめてあげよう。それが才能を花開かせ

る」 

生きていく上でのヒント、「はっ」とさせられる言葉がみつかるかもしれません。 

   by ケドガー 

◇ あの子のことは、なにも知らない ◇ 

児童書 913 ク 栗沢 まり／作 中田 いくみ／絵 ポプラ社出版 

なんとも中途半端な時期、中 3の 1月に転校してきた渡辺和也（渡和）は、見えないバリア

を張り周囲を拒絶していた。クラスのみんなは「渡和はおまけだ」「ハズレの景品だ」と、 

心のどこかで除外している。 

しかし、和也の壮絶な生い立ちを少しずつ知ると、完璧主義の正しすぎる委員長美咲や哲太

達は「正しい事だけど、正しいとは言い切れない、言い切りたくない。」という気持ちになる。

迷いながらも強く生きようとする中 3の彼らの思いに触れてみては・・・ 

                               byフィナンシェ 

◇ おもちゃ屋のねこ ◇ 

児童書 933ニ リンダ・ニューベリー／作 田中 薫子／訳 くらはし れい／絵 徳間書店 

 ハティの大おじさんは、おもちゃ屋さんです。ハティは学校の帰りにお店の手伝いをしてい

ます。ある日、お店のショーウィンドウの中で、緑色の目をしたねこがねむっていました。ね

こは、どこから来たのでしょう？ 

ねこがお店に来た日から、不思議な出来事が次々に起こり始めて…。 

     by みーやん 

◇ どんぐり喰い ◇ 

児童書 949ペ エルス・ペルフロム／作 野坂 悦子／訳 福音館書店 

 スペインの内戦終結後 アンダルシアの貧しい村に生まれた少年クロ。特権階級の地主の森

からは、炉にくべるたきぎさえ拾うのも抑圧される生活の中で、クロは学校をやめて、家計を

助けるために働きます。寒い冬には足を紫色にして、前向きに働く少年の姿に力強さ。 

1990 年、オランダで最も優れた児童文学に贈られる「金の石筆賞」受賞作。 

★今の私たちには想像できない貧しい生活です。でも、これは、作者の夫の子ども時代の経験

をもとに書かれた物語と知って驚きました。ちょっと長くてページ数の多い本なのですが、中

学生におススメの一冊です。夏休みに挑戦してみませんか？ 

ｂy ビクトリア 

 

 

 

 

 

 

☆彡 新着図書の中から、職員がお薦めの本

を紹介します。☆彡 

★ ７月１６日（土） ～ ９月２９日（木） ★ 
 

期間中に、スタンプを６つ集めた方にプレゼントを差し上げます。 

スタンプカードは、カウンターで配布しています。 

ぜひ、ご参加ください♪ 

『 図書館スタンプラリー 』 開催のお知らせ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 おはなし会 』 のお知らせ 

★彡 図書館おはなし会 ★彡 

７月６日（水） ・ １３日（水） ・ ２０日（水）   

午前１０時 ～ １０時３０分 

★彡 エプロンひろ子さんのエプロンシアター ★彡 

７月９日（土）   午前１０時 ～ １０時３０分 

★彡 メリアンさんの英語のおはなし会 ★彡 

７月２３日（土）  午後２時 ～ ２時３０分 

★彡 ぽっぽのおはなし会 ★彡 

７月２７日（水）  午前１０時 ～ １１時 

すべて参加自由・無料です。  

場所は１階絵本コーナーです。  

 

第68回 青少年読書感想文全国コンクール 課題図書 

☆ 課題図書は１人１冊、貸出期間は１週間です。 ☆ 

◇ 小学校低学年 ◇

913 イ『つくしちゃんとおねえちゃん』 いとう みく／作，丹地 陽子／絵 

E バア『ばあばにえがおをとどけてあげる』 コーリン・アーヴェリス／ぶん， 

イザベル・フォラス／え，まつかわ まゆみ／やく  

E スウ『すうがくでせかいをみるの』ミゲル・タンコ／作，福本 友美子／訳 

E オス『おすしやさんにいらっしゃい！』おかだ だいすけ／文，遠藤 宏／写真 

◇ 小学校中学年 ◇ 

913 ム『みんなのためいき図鑑』 村上 しいこ／作，中田 いくみ／絵 

933 カ『チョコレートタッチ』 パトリック・スキーン・キャトリング／作， 

佐藤 淑子／訳，伊津野 果地／絵 

E ヒヤ『111 本の木』 リナ・シン／文，マリアンヌ・フェラ－／絵， 

こだま ともこ／訳 

489 ミ『この世界からサイがいなくなってしまう』 味田村 太郎／文 

 
◇ 小学校高学年 ◇ 

913 オ『りんごの木を植えて』 大谷 美和子／作，白石 ゆか／絵 

913 ク『風の神送れよ』 熊谷 千世子／作，くまおり 純／絵 

933 ゴ『ぼくの弱虫をなおすには』 K.L.ゴーイング／作，久保 陽子／訳， 

早川 世詩男／絵 

289 タ『捨てないパン屋の挑戦』 井出 留美／著 

◇ 中学校 ◇ 

913 ヤ『セカイを科学せよ！』 安田 夏菜／著 

933 へ『海を見た日』 M.G.ヘネシー／作，杉田 七重／訳 

721 チ『江戸のジャーナリスト葛飾北斎』 千野 境子／著 

◇ 高等学校 ◇ 

913.6セオ『その扉をたたく音』 瀬尾 まいこ／著 

520 ク『建築家になりたい君へ』 隈 研吾／著 

489 ナ『クジラの骨と僕らの未来』 中村 玄／著 

☆場所☆ 

【 課題図書 】 

1階 課題図書コーナー 

【 夏おすすめ図書 】 

1 階 展示コーナー 

図書館員が選んだ 

『夏おすすめ図書』も 

展示しています！ 

ぜひこちらもご利用くだ

さい♪ 


